
　

１
月
23
日
の
通
常
国
会

冒
頭
で
高
市
首
相
は
衆
議

院
を
解
散
し
、
２
月
８
日

投
開
票
の
総
選
挙
を
行
う

事
と
し
ま
し
た
。

　

投
票
日
ま
で
、
諸
要
求

実
現
運
動
の
総
決
算
と
し

て
、
組
合
の
総
力
あ
げ
て

「
投
票
に
行
っ
て
、
暮
ら

し
と
平
和
を
守
ろ
う
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
取
り
組
み

ま
す
。

　

私
た
ち
の
声
を
政
治
の

場
に
届
け
る
た
め
、
福
建

労
の
５
つ
の
要
求
（
２
面

参
照
）
の
全
て
に
賛
同
す

る
議
員
を
広
げ
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

衆
議
院
議
員
の
比
例
代

表
の
田
村
貴
昭
議
員
（
日

本
共
産
党
）
が
１
月
22
日

に
全
て
の
要
求
に
賛
同
し

政
策
協
定
を
結
び
ま
し

た
。
田
村
議
員
は
、
こ
れ

ま
で
も
私
た
ち
の
要
求
に

賛
同
し
、
全
て
の
要
求
を

国
会
で
取
り
上
げ
て
活
動

し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

国
民
無
視
の
政
治
に

は
、
う
ん
ざ
り
で
す
。
私

た
ち
の
声
を
聞
い
て
く
れ

る
議
員
を
増
や
し
政
治
を

変
え
ま
し
ょ
う
。
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要求実現にむけ要求実現にむけ

▼
高
市
早
苗
首
相
の
い
き

な
り
解
散
に
よ
っ
て
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
。
な
ん
の

大
義
も
な
い
解
散
で
す
。

こ
の
選
挙
で
８
５
０
億
円

も
の
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
我
々
か
ら
イ
ン
ボ
イ

ス
の
導
入
で
取
り
上
げ
た

税
金
で
す
。
こ
の
費
用
を

暮
ら
し
に
廻
せ
ば
ど
れ
だ

け
の
人
が
助
か
る
で
し
ょ

う
か
▼
施
政
方
針
演
説
も

せ
ず
に
、
「
私
が
総
理
大

臣
で
い
い
か
信
を
問
い
た

い
」
と
解
散
理
由
を
述
べ

ま
し
た
。
な
ら
ば
ど
の
よ

う
な
政
治
方
針
を
持
っ
て

い
る
の
か
？
政
治
と
裏
金

問
題
は
ど
う
し
た
？
統
一

教
会
と
の
関
係
は
？
な
ぜ

ア
メ
リ
カ
の
要
求
に
基
づ

く
軍
備
増
額
な
の
か
？
を

明
ら
か
に
し
て
信
を
問
う

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
▼
中
道
な
る
新
党
が
誕

生
し
ま
し
た
。
自
民
・
維

新
の
対
決
軸
み
た
い
に
報

じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
と

ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
公

明
党
が
自
民
党
と
一
緒
に

行
っ
て
き
た
戦
争
へ
と
つ

な
が
る
安
保
法
制
、
原
発

再
稼
働
、
憲
法
改
正
の
容

認
な
ど
立
憲
が
引
き
込
ま

れ
た
新
た
な
保
守
勢
力
の

誕
生
に
す
ぎ
ま
せ
ん
▼
消

費
税
を
導
入
し
て
、
大
企

業
や
高
額
所
得
者
へ
の
減

税
を
お
こ
な
い
、
社
会
保

障
費
の
削
減
と
改
悪
を
お

こ
な
っ
て
き
た
自
民
党
政

治
に
き
っ
ぱ
り
と
対
峙
で

き
る
政
党
を
国
会
に
送
り

出
し
、
分
断
で
は
な
く
、

人
間
の
痛
み
が
わ
か
る
、

「
憲
法
を
暮
ら
し
に
生
か

す
」
政
治
を
つ
く
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

政策協定政策協定政策協定

衆議院
議員と

政策協定政策協定
田村貴昭田村貴昭比例代表比例代表

日本共産党日本共産党

国民生活を無視、 自己都合の解散

投票に行って暮らしと生活を守ろう投票に行って暮らしと生活を守ろう

　　　　　　　　政策協定を結び田村貴昭（右）に為書を渡す隈本執行委員長（左）

２
月
８
日
投
票
日

２
月
８
日
投
票
日

比
例
代
表

比
例
代
表

選
挙
は

選
挙
は

↓↓
『
政
党
名
』

『
政
党
名
』

　

で
投
票

　

で
投
票

衆
議
院
議
員
選
挙

衆
議
院
議
員
選
挙

福建労５つの要求

１.消費税の一律減税、インボイス廃止１.消費税の一律減税、インボイス廃止
２.改憲に反対し立憲主義を守る２.改憲に反対し立憲主義を守る
３.担い手３法の具体化で賃金引上げ３.担い手３法の具体化で賃金引上げ
４.建設アスベストの全面解決４.建設アスベストの全面解決
５.健康保険証の復活５.健康保険証の復活



　　　　 ２０２６年　　　２月１日　　　　   あ　　　　し　　　　ば　 　　　　　　　　  第６３７号　    （２）　 

春の拡大目標

　自分にとって貴重な逸品や、

家族にとって世界遺産と同じ

くらい大切なものなど紹介す

るコーナー。今月は田隈分会

からの紹介です。

【
中
村
年
宏
・
内
装
工
】

　

私
が
紹
介
す
る
逸
品
は

「
ス
テ
レ
オ
（
レ
コ
ー
ド

を
再
生
す
る
機
器
）
」
。

　

こ
の
ス
テ
レ
オ
は
30
年

ぐ
ら
い
前
に
、
勤
め
て
い

た
上
司
か
ら
も
ら
い
ま
し

た
。
も
と
も
と
音
楽
を
聴

く
の
が
好
き
で
、
マ
イ
ス

テ
レ
オ
を
持
っ
て
い
る
の

NO.26NO.26

分会シリーズ分会シリーズ

が
、
当
時
の
ス
テ
ー
タ
ス

で
し
た
。
両
サ
イ
ド
に
ス

ピ
ー
カ
ー
も
あ
り
、
音
楽

を
聴
く
と
か
な
り
臨
場
感

も
あ
り
ま
す
。
今
で
も
現

役
で
使
用
し
て
い
て
、
レ

コ
ー
ド
で
聞
く
音
に
は
重

レコードが聞ける音響

レ
コ
ー
ド
で
聞
く
重
み
が
最
高

レ
コ
ー
ド
で
聞
く
重
み
が
最
高

み
が
あ
り
、
こ
れ
で
し
か

聞
こ
え
な
い
音
も
。
お
酒

を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

音
楽
に
浸
る
時
間
は
と
て

も
幸
せ
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
ガ
タ
は
来
て

い
ま
す
が
、
な
る
べ
く
大

切
に
扱
っ
て
今
後
も
レ
コ

ー
ド
で
音
楽
を
聴
い
て
い

き
ま
す
。

消
費
税
を
一
律
５
％
へ

選
挙
で
実
現
め
ざ
し
て
街
頭
宣
伝

　

消
費
税
一
律
５
％
へ
の

減
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
廃
止
を
も
と
め
て
、
毎

月
の
定
例
宣
伝
を
行
っ
て

い
ま
す
。
１
月
は
24
日
に

東
新
町
交
差
点
で
実
施
し

ま
し
た
。

　

消
費
税
の
減
税
や
廃
止

を
も
と
め
る
国
民
の
大
き

な
声
に
お
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
「
消
費
税
は
下
げ
ら
れ

な
い
」
と
言
っ
て
い
た
自

民
党
ま
で
も
が
食
料
品
の

消
費
税
を
時
限
的
に
ゼ
ロ

に
す
る
案
を
口
に
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
な
ら
ば
、
大
儀
の

な
い
解
散
総
選
挙
よ
り
、

昨
年
夏
の
参
議
院
選
挙
で

も
民
意
が
示
し
た
消
費
税

被
害
を
ひ
ろ
げ
た
く
な
い

現
場
の
改
善
要
望
出
し
合
う

新
し
い
仲
間
の
紹
介
を

分会 目標 拡大 残り

勝立 3 1 2

米生延命 3 0 3

船津 4 1 3

松原 4 0 4

白光 3 0 3

甘木 5 0 5

歴木Ａ 2 0 2

歴木Ｂ 3 0 3

田隈 5 1 4

橘 6 0 6

髙田 2 0 2

大和 7 1 6

瀬高 2 0 2

山川 2 1 1

南関 2 0 2

荒尾 8 0 8

事業所 11 2 9

合計 72 7 65

の
減
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス
の

即
時
廃
止
で
物
価
の
値
上

が
り
に
対
し
て
国
民
生
活

を
守
る
こ
と
が
先
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
軍
事
費
拡
大
の

た
め
の
直
接
負
担
を
今
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
こ

と
も
見
過
ご
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
食

料
品
だ
け
の
ゼ
ロ
税
率
で

は
、
本
当
の
経
済
対
策
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
消
費
税

は
一
律
５
％
に
減
税
さ
せ

る
こ
と
で
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
も
必
要
な
く
な
り
、

経
済
も
活
性
化
し
ま
す
。

今
回
の
選
挙
で
国
民
の
声

を
聞
く
政
治
を
実
現
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
と
宣
伝

　

定
例
の
ア
ス
ベ
ス
ト
宣

伝
は
１
月
５
日
に
。
ま
た
、

１
月
15
日
は
３
陣
12
回
目

期
日
が
行
わ
れ
る
に
あ
た

り
大
牟
田
駅
前
で
宣
伝
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
以

上
の
被
害
を
ひ
ろ
げ
な
い

取
り
組
み
へ
の
理
解
を
住

民
の
み
な
さ
ん
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
を
政

治
解
決
に
導
い
て
く
れ
る

議
員
を
増
や
し
て
早
期
解

決
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　

春
の
仲
間
増
や
し
月
間

は
３
月
16
日
か
ら
４
末
ま

で
で
取
り
組
み
ま
す
。
１

月
か
ら
３
月
15
日
ま
で
を

準
備
月
間
と
し
、
未
加
入

の
仲
間
の
掘
り
起
こ
し
を

す
す
め
ま
す
。

　

春
の
大
運
動
の
な
か
で

支
部
目
標
を
72
人
と
し
、

各
分
会
で
も
目
標
を
決
め

て
達
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

周
り
に
「
独
立
す
る
け

ど
労
災
や
健
康
保
険
と
か

ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ

か
ら
ん
」
「
確
定
申
告
っ

て
？
」
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
登
録
せ
な
ん

け
ど
…
」
な
ど
困
っ
て
い

る
仲
間
が
い
た
ら
組
合
を

紹
介
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
の
声
掛
け
と

紹
介
が
仲
間
を
増
や
し
、

さ
ら
に
大
き
な
組
合
と
な

れ
ば
、
建
設
業
界
の
民
主

化
や
処
遇
改
善
の
要
求
に

近
づ
き
ま
す
。
多
く
の
仲

間
の
参
加
で
成
功
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

春
の
拡
大
準
備
期
間

　

労
働
組
合
と
し
て
、
賃

金
単
価
の
引
き
上
げ
、
労

働
条
件
や
環
境
の
改
善
、

そ
の
た
め
の
運
動
、
様
々

な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
元

請
下
請
け
の
別
、
働
き
方

や
職
種
な
ど
異
な
る
環
境

の
中
で
、
要
求
を
一
つ
に

し
て
い
く
た
め
に
福
建
労

で
は
企
業
従
事
者
（
Ｐ
Ａ

Ｌ
）
の
会
を
結
成
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
で
た
要
求

を
毎
年
行
っ
て
い
る
企
業

交
渉
で
現
場
の
声
と
し
て

生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

支
部
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
会
で
懇

談
会
を
１
月
26
日
実
施
。

そ
の
中
で
、
昨
年
12
月
12

日
に
施
工
さ
れ
た
第
三
次

担
い
手
３
法
に
つ
い
て
学

習
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種

で
「
労
務
費
の
基
準
（
標

準
労
務
費
）
」
を
確
認
し
、

法
定
福
利
費
の
別
枠
請
求

な
ど
で
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。

　

「
公
共
工
事
を
受
注
し

て
も
、
予
定
価
格
が
低
す

ぎ
て
改
善
で
き
る
よ
う
な

単
価
と
な
ら
な
い
」
「
広

い
現
場
で
ト
イ
レ
が
遠
く

に
し
か
な
い
こ
と
が
多

い
」
「
材
料
代
の
変
動
が

激
し
す
ぎ
て
困
る
」
な
ど

の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。　
　

　

今
後
も
参
加
者
を
増
や

し
現
場
の
声
を
結
集
し
、

労
働
条
件
の
改
善
や
賃
金

単
価
の
引
き
上
げ
運
動
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

支
部
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
会
懇
談

　

１
月
14
日
、
福
建
労
本

部
に
て
労
働
安
全
対
策
活

動
者
会
議
が
開
催
さ
れ
、

支
部
か
ら
３
人
が
参
加
。

　

全
建
総
連
の
田
久
部
長

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
義
務
付

け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
重
要

な
課
題
が
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

各
支
部
か
ら
の
意
見
交

の
講
演
で
は
、
墜

落
・
転
落
の
死
者

数
が
減
少
傾
向
に

あ
り
、
足
場
や
フ

ル
ハ
ー
ネ
ス
の
特

別
教
育
の
義
務
化

の
効
果
の
可
能
性

が
あ
る
と
報
告
。

　

ま
た
、
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
を
含
む

職
業
病
の
取
り
組

み
や
、
労
働
安
全

衛
生
法
改
正
に
よ

る
各
事
業
所
に
メ

流
で
は
、
特
徴
的

な
労
働
災
害
事
例

に
つ
い
て
の
紹
介

や
ア
ス
ベ
ス
ト
の

宣
伝
行
動
、
自
治

体
意
見
書
採
択
の

取
り
組
み
な
ど
の

課
題
で
交
流
。
他

支
部
で
の
取
り
組

み
を
共
有
し
ま
し

た
。

　

労
働
安
全
の
分

野
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
法
改
正
や
制

度
が
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
。
労
働
保

険
の
年
度
更
新
の

時
期
で
も
あ
り
ま

す
。

　

支
部
で
も
、
そ
の
都
度
、

学
習
会
な
ど
を
企
画
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
自
分
自

身
や
従
業
員
の
安
全
を
守

る
た
め
、
必
ず
参
加
く
だ

さ
い
。
（
西
原
通
信
員
）

本部労安活動者会議

労安法の改正など学習

署名の協力も呼びかけ

選挙に行こうをアピール

マイクでうったえる

田中部長現場の状況を意見交換

法改正などについて学習
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立
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４
日
（
水
）
記
帳
相
談
会
（
消
費
税
・
青
色
・
許
可
）　

組
合
事
務
所

５
日
（
木
）
記
帳
相
談
会
（
消
費
税
・
青
色
・
許
可
）　

組
合
事
務
所

6
日
（
金
）
記
帳
相
談
会
（
消
費
税
・
青
色
・
許
可
）　

組
合
事
務
所

７
日
（
土
）
全
県
書
記
局
研
修
会
議　

本
部
会
館

８
日
（
日
）
衆
議
院
選
挙
投
票
日　
　

各
投
票
場

９
日
（
月
）
記
帳
相
談
会
（
消
費
税
・
青
色
・
許
可
）　

組
合
事
務
所

10
日
（
火
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
申
入
れ　

大
牟
田
市
役
所

10
日
（
火
）
記
帳
相
談
会
（
消
費
税
・
青
色
・
許
可
）　

組
合
事
務
所

12
日
（
木
）
記
帳
相
談
会
（
消
費
税
・
青
色
・
許
可
）　

組
合
事
務
所

13
日
（
金
）
年
金
宣
伝　
　
　
　
　
　

大
牟
田
郵
便
局

13
日
（
金
）
記
帳
相
談
会
（
消
費
税
・
青
色
・
許
可
）　

組
合
事
務
所

13
日
（
金
）
県
労
連
春
闘
決
起
集
会　

音
羽
公
園

14
～
15
日　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
エ
キ
ス
パ
ー
ト
講
習　
　

県
本
部
会
館

15
日
（
日
）
県
労
連
評
議
員
会
議　
　

16
日
（
月
）
記
帳
相
談
会
（
消
費
税
・
青
色
・
許
可
）　

組
合
事
務
所

17
日
（
火
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
実
行
員
会　

新
婦
人

17
日
（
火
）
社
保
協
幹
事
会　
　
　
　

組
合
事
務
所

20
日
（
金
）
本
部
５
役
会
議　
　
　
　

県
本
部
会
館

22
日
（
日
）
南
関
町
町
長
選
挙　
　
　

南
関
町

22
日
（
日
）
県
青
年
部
委
員
会　
　
　

県
本
部
会
館

24
日
（
火
）
税
金
記
帳
相
談
会　
　
　

組
合
事
務
所

25
日
（
水
）
税
金
記
帳
相
談
会　
　
　

組
合
事
務
所

26
日
（
木
）
税
金
記
帳
相
談
会　
　
　

組
合
事
務
所

27
日
（
金
）
新
加
入
者
教
室　
　
　
　

組
合
事
務
所

27
日
（
金
）
支
部
３
役
会
議　
　
　
　

組
合
事
務
所

２

月

の

行

事

予

定

新
し
く
仲
間
が
増
え
ま
し
た

新
し
く
仲
間
が
増
え
ま
し
た

ラ
カ
ル 

マ
ガ
ル

ギ
リ
ザ

～
相
談
に
持
っ
て
く
る
も
の
～

１
日
（
日
）
本
部
執
行
委
員
会　
　
　

県
本
部
会
館

２
日
（
月
）
支
部
執
行
委
員
会　
　
　

組
合
事
務
所

４
日
（
水
）
税
金
記
帳
相
談
会　
　
　

組
合
事
務
所

３

月

の

行

事

予

定

船津
松原
白光
甘木

歴木Ａ
歴木Ｂ

 2 月 24 日 （火）
 （9:30 ～ 19:00）

南関
荒尾
勝立

米生延命

 2 月 25 日 （水）
 （9:30 ～ 19:00）

髙田
大和
瀬高
山川

 2 月 26 日（木）
 （9:30 ～ 19:00）

田隈
橘

 3 月 4 日（水）
 （9:30 ～ 19:00）

分
会
別
税
金
記
帳
相
談
会
日
程

　

待
ち
時
間
を
な
く
す
た
め
に

待
ち
時
間
を
な
く
す
た
め
に

予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

必
ず
、
事
前
に
事
務
所
ま
で

　

必
ず
、
事
前
に
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
朝
９
時

（
朝
９
時
3030
分
～
夜
７
時
ま
で
）

分
～
夜
７
時
ま
で
）

予約が予約が
必要です必要です

※上記日程は、指定分会の方を優先します。

　分会の日程に来れなかった方は、下記日程で組合事

務所にて先着順で受け付けます。混雑が予想されます

ので、上記の分会日程に予約ください。

３月　５日 （木） 9:30 ～ 19:00３月　５日 （木） 9:30 ～ 19:00

３月　６日 （金） 9:30 ～ 19:00３月　６日 （金） 9:30 ～ 19:00

３月　８日 （日） 9:00 ～ 16:00３月　８日 （日） 9:00 ～ 16:00

３月１０日 （火） 9:30 ～ 19:00３月１０日 （火） 9:30 ～ 19:00

３月１１日 （水） 9:30 ～ 19:00３月１１日 （水） 9:30 ～ 19:00

　

国
民
が
税
金
を
負
担
す

る
根
拠
は
日
本
国
憲
法
の

応
能
負
担
の
原
則
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
住
民
税

の
税
率
は
富
裕
層
も
低
所

得
者
も
一
律
10
％
。
所
得

課
税
に
お
け
る
課
税
最
低

限
の
も
と
に
な
る
基
礎
控

除
は
、
所
得
税
で
最
高
で

95
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
も
の
の
少
額
で
す
。
ま

た
、
事
業
者
に
は
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
で
新
た
な
負
担

を
押
し
付
け
て
い
ま
す
。

　

富
裕
層
や
大
企
業
に
応

分
の
負
担
を
さ
せ
、
軍
事

費
の
大
幅
な
増
額
な
ど
や

め
さ
せ
れ
ば
、
消
費
税
を

廃
止
し
て
も
十
分
な
社
会

保
障
制
度
を
維
持
で
き
ま

す
。

　

記
帳
義
務
も
強
ま
り
以

前
は
義
務
で
な
か
っ
た
所

得
３
０
０
万
円
以
下
の
方

も
記
帳
が
義
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。
記
帳
対
策
と
と

も
に
、
情
勢
を
変
え
て
い

く
た
た
か
い
が
必
要
で

す
。

　

左
の
日
程
に
て
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

相
談
日
の
お
知
ら
せ

所
得
決
算

所
得
決
算

税
金
記
帳

税
金
記
帳

 物価高騰による経済対策として消費税減税の声が大きく

広がっていますが、いまだに実施されていません。さらに

インボイス制度が零細事業者に新たな税負担を押し付けて

います。そのような中、大企業や高

所得者の減税ばかりがすすめられ、

社会保障費削減や軍事費拡大と不公

平な税制はさらに広がっています。

　今年の集会は右記の日時で行いま

す。多くの仲間に参加を呼びかけ民

主的な税制にかえさせましょう。

①
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

（
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て

き
た
ハ
ガ
キ
や
封
筒
等
）

②
所
得
計
算
書

③
各
種
控
除
証
明
書
な
ど

　

国
民
健
康
保
険
料
の
金

額
、
国
民
年
金
、
生
命
保

険
、
地
震
保
険
の
控
除
証

明
書
な
ど
。

④
本
人
や
配
偶
者
と
扶
養

家
族
収
入
（
バ
イ
ト
代
や

年
金
を
含
め
る
）
が
あ
る

場
合
は
、
源
泉
徴
収
票
な

ど
収
入
額
が
わ
か
る
物
。

左の左の

相談日程は相談日程は

先着順です先着順です

そ
の
他
の
日
程

⑤
そ
の
他

▼
個
人
年
金
の
受
取
り
が

あ
る
方
は
支
払
明
細
等
▼

保
険
満
期
金
は
支
払
額
等

が
わ
か
る
ハ
ガ
キ
▼
住
宅

取
得
控
除
は
年
末
残
高
証

明
書
（
初
回
の
方
は
税
金

の
手
引
き
参
照
）
▼
土
地

家
を
売
っ
た
方
は
、
買

値
・
売
値
・
経
費
▼
障
害

や
介
護
度
は
い
く
つ
か
な

ど
が
、
分
か
る
よ
う
に
準

備
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 大牟田地区　9:30 開会
　　　　　 　（大牟田文化会館）

３  13３  13 （金）月月 日日

● 荒尾玉名地区　時間と場所
　　　　　　　 （調整中）

３ ・ １３３ ・ １３重税反対統一行動重税反対統一行動 集団申告集団申告＆＆



　　　　 ２０２６年　　　２月１日　　　　   あ　　　　し　　　　ば　 　　　　　　　　  第６３７号　    （４）　 

【先月の答】①左側奥の男性のメガネの有無 ②左側

奥男性のグラスを持つ手 ③左側手前の女性が食べ

ようとしている料理 ④テーブルの上の寿司桶の左

下にある取り皿の料理 ⑤右から５人目の女性の髪 

⑥テーブルの上の右側のビール瓶の有無 ⑦右端上

の貼り紙の文字

　

７
つ
の
ま
ち
が
い
の
答
え
と
近
況
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
抽
選
で
５
名
に
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

ま
す
。
ド
シ
ド
シ
お
便
り
ま
っ
て
ま
す
。

〒
８
３
６
の
０
０
４
４
大
牟
田
市
古
町
３
の
２　
　

　
　

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
大
牟
田
支
部　

宛
て

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

お
め
で
と
う

謹
ん
で
お
悔
み
申
し

上
げ
ま
す

◆
12
月
15
日
、
船
津
分

会
の
田
代
秀
一
さ
ん
の

御
母
堂
様
が
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

閉
所
の
お
知
ら
せ

閉
所
の
お
知
ら
せ

【
浦
清
美
・
橘
】

　

昨
年
ラ
ス
ト
の
「
７
つ

の
マ
チ
ガ
イ
」
楽
し
ま
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
年

も
ガ
ン
バ
っ
て
ク
イ
ズ
に

挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
松
田
博
子
・
白
光
】

　

今
更
で
す
が
、
昨
年
か

ら
箱
根
駅
伝
に
は
ま
っ
て

い
ま
す
。
感
動
と
パ
ワ
ー

を
頂
き
ま
し
た
。　

【
中
原
淳
・
甘
木
】

　

今
回
、
班
長
の
順
番
が

き
て
例
年
ど
お
り
新
聞
を

届
け
て
い
た
ら
、
組
合
費

だ
け
払
っ
て
新
聞
は
い
ら

な
い
と
言
っ
て
受
け
と
っ

て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
と
し
て
は
、
お
金
払
っ

て
貰
わ
な
く
て
も
痛
く
も

痒
く
も
な
い
け
ど
、
新
聞

拒
否
は
ゴ
ミ
に
な
り
処
分

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

１
度
だ
け
班
長
さ
れ
た
経

験
あ
る
方
な
の
に
、
す
ご

く
残
念
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。

◆
12
月
22
日
、
髙
田
分

会
の
宮
地
一
之
さ
ん
が

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

ま
し
た
。
享
年
67
歳
で

し
た
。
謹
ん
で
お
く
や

み
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

髙
田
分
会
・
分
会
長

宮
地
一
之
さ
ん
逝
去

☆
ブ
イ

☆
ブ
イ 

ミ
ン
ミ
ン 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

ア
イ
ン
く
ん

ア
イ
ン
く
ん

　
　
　

　
　
　

1212
月月
2323
日
誕
生

日
誕
生

　

歴
木
Ｂ
分
会

　

歴
木
Ｂ
分
会

　

ブ
イ
ニ
ュ
イ
ー
さ
ん

　

ブ
イ
ニ
ュ
イ
ー
さ
ん

☆
黒
肥
地
利
月
く
ん

☆
黒
肥
地
利
月
く
ん

　
　
　

　
　
　

 

（
り
つ
き
）

（
り
つ
き
）

　
　
　

　
　
　

1111
月月
2525
日
誕
生

日
誕
生

　

荒
尾
分
会

　

荒
尾
分
会

　

黒
肥
地　

智
之
さ
ん

　

黒
肥
地　

智
之
さ
ん

　

３
月
９
日
（
月
）
は
「
九
州
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
２
陣
裁
判
支
援
」
に
参
加
の

た
め
事
務
所
を
閉
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
月
13
日
は
「
３
・
13
重
税
反
対
統
一

集
会
」
に
参
加
の
た
め
事
務
所
を
閉
め
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
の
更
新
・
制
度
説
明
会

☆
吉
田　

琥
愛
ち
ゃ
ん

☆
吉
田　

琥
愛
ち
ゃ
ん

　
　
　

　
　
　

 

（
こ
あ
）

（
こ
あ
）

　
　
　

　
　
　

1212
月月
1515
日
誕
生

日
誕
生

　

田
隈
分
会

　

田
隈
分
会

　

吉
田　

正
樹
さ
ん

　

吉
田　

正
樹
さ
ん

☆
森　

蒼
空
ち
ゃ
ん

☆
森　

蒼
空
ち
ゃ
ん

　
　
　

（
あ
お
）

　
　
　

（
あ
お
）

　
　
　

　
　
　

1212
月月
2323
日
誕
生

日
誕
生

　

松
原
分
会

　

松
原
分
会

　

森　

優
心
さ
ん

　

森　

優
心
さ
ん

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

適
切
な
保
険
加
入
の
確
認
を

適
切
な
保
険
加
入
の
確
認
を

　

労
働
保
険
の
制
度
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
下
記
日

程
で
開
催
し
ま
す
。

　

労
働
保
険
と
は
労
災
保

険
と
雇
用
保
険
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
労
災
保
険
の

種
類
は
現
場
に
か
け
る
労

災
や
、
事
務
所
や
作
業
場
、

工
場
で
の
製
作
に
か
け
る

労
災
な
ど
様
々
で
す
。
適

正
な
種
類
の
労
災
保
険
を

適
用
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
従
業
員
を
雇
い
入

れ
た
場
合
は
雇
用
保
険
も

適
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

労
働
保
険
は
４
月
か
ら

３
月
が
年
度
で
毎
年
の
更

新
が
必
要
で
す
。
同
時
に

更
新
会
も
行
い
ま
す
。
労

働
保
険
の
適
用
事
業
所
の

方
は
必
ず
参
加
下
さ
い
。

雇用保険をかけていない事業所

雇用保険をかけている事業所

▶３月 18 日（水）

▶３月 25 日（水）

昼：13:30 ～　夜：18:30 ～

昼：13:30 ～　夜：18:30 ～

3・11 東日本大震災
福島原発事故 15 周年

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
15

年
。
い
ま
だ
に
福
島
原
発

の
事
故
の
影
響
が
な
く
な

り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
状
況

の
中
で
政
府
は
原
発
推
進

を
し
て
い
ま
す
。
原
発
反

対
の
市
民
の
集
い
が
築
町

公
園
で
３
月
８
日
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
多
く
の
参
加

者
で
原
発
NO
の
声
を
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

３月８日
14:00～築町公園

(日)

総決起集会総決起集会総決起集会総決起集会３ 22３ 22３ 22・・

３  22３  22３  22３  22３  22３  22３  22３  22３  22月月 日日 開催開催
中建国保更新説明会も同時に
　次々と改悪を強引に進める政治が続いています。「政治とカネ」「統

一教会との癒着」問題も解決させず、大企業と大金持ち優先とアメ

リカ追従の大軍拡など国民生活無視の政策をすすめようとしていま

す。今こそ、悪政をストップさせるため怒りの声をあげましょう。

　今年も３月 22 日に諸要求実現をかかげ決起集会を開催します。

家族みんなで参加ください。時間と場所は改めてお知らせします。

さよなら原発さよなら原発
おおむた市民の集いおおむた市民の集い

総決起集会総決起集会総決起集会総決起集会総決起集会総決起集会３ 22３ 22３ 22３ 22
諸要求実現諸要求実現

　

職
長
・
安
全
衛
生
責
任

者
教
育
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
料
は
１
５
０
０
０
円

で
、
開
催
場
所
は
県
本
部

会
館
で
す
。
定
員
は
50
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
受
講

希
望
者
は
、
組
合
に
申
し

込
み
を
。

場所：本部（福岡市場所：本部（福岡市

南区清水 1-22-9）南区清水 1-22-9）

定員：50 人定員：50 人

受講料：15,000 円受講料：15,000 円

4 月 19・20 日4 月 19・20 日

特別加入の日額変更は

３月16日までに
事業主や一人親方の特別加入の

日額変更は新年度が始まる前に

手続きが必要です。


